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な
る
み
が
た
う
き
ね
の
と
こ
は
風
さ
え
て
ふ
け
行
く
ま
ま
に
千
鳥
な
く
な
り

武
門
平
氏
の
武
将
で
あ
り
歌
人
で
も
あ
っ
た
平
経
正
は
、
右
に
掲
げ
た
『
夫
木
抄
』
一
六
九
三
三
番
歌
詞
書
に
よ
る
と
、
歌
林
苑

歌
合
に
出
詠
し
、
旅
治
千
鳥
題
を
歌
作
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
歌
林
苑
歌
合
の
証
本
は
現
存
せ
ず
、
ま
た
右
歌
は
家
集

『
経
正
集
』
所
収
歌
で
な
く
、
後
年
の
『
夫
木
抄
』
に
採
ら
れ
て
い
る
た
め
、
果
た
し
て
こ
れ
が
伺
歌
合
で
の
経
正
詠
で
あ
る
か
は

確
か
め
る
術
が
な
い
。
た
だ
し
、
当
歌
題
歌
は
、
経
正
と
同
時
代
歌
人
で
あ
る
俊
恵
法
師
の
『
林
葉
集
』
や
惟
宗
法
一
一
一
口
の
『
広
一
一
一
口
集
』
、

藤
原
実
国
の
『
実
国
集
ヘ
『
月
詣
和
歌
集
』
所
収
の
長
真
歌
、
『
今
撰
集
』
所
収
の
顕
昭
歌
に
各
一
品
目
見
ら
れ
る
D

こ
の
ほ
か
、
正

治
元
年
左
大
臣
家
冬
十
首
歌
合
で
定
家
や
良
経
も
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
後
年
の
歌
合
出
詠
歌
で
あ
り
、
当
面
の
経
正
歌
に
関

わ
る
も
の
で
は
な
い
。

さ
て
、
俊
恵
を
始
め
と
す
る
こ
れ
ら
歌
人
は
、
歌
林
苑
会
衆
も
し
く
は
そ
れ
と
交
渉
が
窺
わ
れ
る
歌
人
達
で
あ
り
、
そ
の
各
々
の

詞
書
は
歌
題
の
み
で
別
時
の
歌
合
詠
と
記
す
わ
け
で
な
い
か
ら
、
現
段
階
で
は
、
経
正
存
生
時
に
旅
泊
千
鳥
題
が
歌
林
苑
歌
合
以
外

で
詠
ま
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
歌
合
催
行
の
時
期
等
は
全
く
分
か
ら
な
い
が
、
取
り
敢
え
ず
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お
の

J
大
木
抄
い
の
詞
蓄
を
信
用
し
、
こ
れ
は
経
正
が
歌
林
苑
歌
合
に
出
て
旅
治
千
鳥
題
を
詠
作
し
た
折
の
歌
、
と
取
っ
て
お
い
て

良
い
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
く
旅
泊
千
鳥
題
歌
の
見
え
る
俊
恵
等
に
つ
い
て
も
開
歌
合
出
詠
の
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

実
は
、
こ
の
ご
大
木
抄
』
所
載
歌
の
詞
書
は
、
現
存
資
料
中
で
経
正
の
歌
林
苑
に
お
け
る
和
歌
活
動
へ
の
参
加
を
明
記
す
る
唯
一

の
も
の
と
一
言
っ
て
良
い
。
築
瀬
一
雄
郎
、
が
指
抱
さ
れ
て
以
来
、
こ
れ
は
経
正
を
歌
林
苑
会
衆
の
一
人
に
数
え
る
際
の
判
断
材
料
に
な
っ

て
お
り
、
先
に
吟
味
し
た
如
く
、
現
在
で
も
そ
の
証
拠
値
値
は
高
い
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
に
よ
り
経
正
の
歌
林
苑
と
の
交
渉

が
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
右
の
歌
合
以
外
に
歌
林
苑
と
の
交
渉
を
示
唆
す
る
資
料
は
存
在
す
る
の
か
、
ま
た
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
影
響
l
iこ
れ
は
歌
林
苑
で
の
和
歌
活
動
の
特
徴
に
も
関
わ
っ
て
こ
よ
う
i

i
が
経
正
詠
に
認
め
ら
れ
る
の
か
、
と
の
点
は
、
従

来
余
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
僅
か
に
歌
林
苑
十
首
会
に
出
詠
し
て
い
た
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
事
ほ
ど
左
様
に
経
正
の
歌
林
苑
に
お
け
る
和
歌
活
動
(
行
事
)
へ
の
参
加
は

資
料
的
裏
付
け
が
取
り
に
く
く
、
強
い
て
挙
げ
て
も
こ
の
程
度
な
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
同
じ
武
門
平
氏
の
歌
人
で
あ
る
叔
父
の
忠
度
に
関
し
て
は
、
就
に
犬
井
著
書
氏
が
『
忠
度
集
』
の
歌
題
配
列
、
お
よ

び
そ
の
『
堀
河
百
首
』
摂
取
歌
等
か
ら
歌
林
苑
と
の
関
連
を
御
指
摘
に
な
っ
て
い
る
。
経
正
に
関
し
て
も
同
様
の
検
討
を
試
み
る
こ

と
は
有
意
義
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
諸
先
学
の
御
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
『
経
正
集
』
所
載
歌
を
対
象
に
歌
林
苑
と
の
関
係
が

窺
え
そ
う
な
歌
を
取
り
上
げ
、
右
の
点
に
つ
い
て
歌
題
・
措
辞
の
側
面
か
ら
考
察
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
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最
初
に
経
正
の
家
集
『
経
正
集
』
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
に
な
る
一
本
で
、
歌
数
一
一
九

首
(
内
他
者
詠
七
苦
)
を
収
め
、
そ
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
「
寿
永
元
年
六
月
廿
六
日
」
の
日
付
を
信
用
す
れ
ば
、
経
正
が
一
の
谷
で

鱒
没
す
る
寿
永
三
年
二
月
七
日
の
約
二
年
半
前
に
編
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
百
首
強
の
歌
数
お
よ
び
成
立
年
時
か
ら
す
る
と
、

父
経
盛
の
『
経
盛
集
勺
や
忠
度
の
『
忠
度
集
』
に
同
じ
く
、
こ
の
経
正
集
も
賀
茂
重
保
が
当
代
歌
人
三
十
六
人
に
招
請
し
て
撰
集
を

企
図
し
た
「
寿
永
百
普
和
歌
し
の
た
め
、
経
正
が
自
撰
し
て
編
ん
だ
家
集
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
所
収
歌
は
四
季
部
七
二
(
春
一
六
・



聡

夏
一
五
・
秋
二
七
・
冬
一
四
)
・
恋
部
一
九
・
雑
二
八
普
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
う
ち
歌
合
出
詠
歌
八
苦
i
i経
盛
歌
合
四
・
通
親
歌

合
一
・
住
吉
社
歌
合
一
・
重
盛
菊
合
一
・
日
吉
歌
合
プ
i
lを
始
め
、
忠
度
家
歌
会
に
お
け
る
詠
歌
や
、
厳
島
参
詣
途
次
あ
る
い
は

福
原
遷
都
時
の
詠
歌
を
数
苦
収
め
て
お
り
、
経
正
の
様
々
な
和
歌
活
動
の
一
面
が
そ
こ
に
窺
え
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
『
経
正
集
』
に
は
清
輔
や
師
光
・
登
蓮
・
有
原
・
光
雅
・
俊
成

-
E夫
と
の
贈
答
歌
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
石
川

暁
子
氏
の
御
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
前
田
者
は
歌
林
苑
会
衆
も
し
く
は
そ
れ
と
交
渉
の
あ
っ
た
歌
人
と
み
ら
れ
る
。
殊
に
経
正
は
同

会
衆
の
一
人
登
蓮
法
部
と
親
交
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
例
え
ば
福
原
遷
都
の
折
、
経
正
は
登
蓮
に
対
し
、

一
O
O、
き
み
な
く
は
た
れ
に
い
ひ
て
か
な
げ
か
ま
し
み
や
こ
の
ほ
か
の
あ
き
の
わ
か
れ
を
(
経
正
集
)

と
の
歌
を
贈
り
、
ま
た
後
に
は
「
と
う
れ
い
が
う
せ
た
る
こ
と
を
あ
は
れ
が
り
て
」
(
書
陵
部
蔵
『
有
房
集
』
一
二
九

O
番
認
書
)
哀

傷
歌
を
有
一
房
へ
贈
る
な
ど
、
経
正
に
と
っ
て
登
蓮
が
良
き
歌
友
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。
も
と
よ
り
登
蓮
は
経
正
の
担
父
忠
盛
の
没
し

た
仁
平
三
戸
ωω
年
頃
、
「
刑
部
郷
忠
盛
み
ま
か
り
て
の
ち
、
な
が
づ
き
の
廿
自
ご
ろ
に
か
の
あ
た
り
の
人
の
も
と
へ
」
(
登
蓮
法
部
集
・

一
三
番
詞
書
)
と
歌
を
詠
ん
で
贈
っ
て
お
り
、
平
家
歌
人
と
は
早
い
時
期
か
ら
交
渉
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
そ
の
忠
盛
に
つ
い
て
は
、
『
夫
木
抄
』
一
一
一
一
八
番
の
忠
盛
詠
を
見
る
と
、
歌
題
「
海
辺
藤
花
」
の
下
に
「
歌
苑
抄
」

と
の
注
記
が
見
ら
れ
る
。
歌
苑
抄
は
俊
恵
が
歌
林
苑
で
編
ん
だ
散
侠
歌
集
で
あ
り
、
こ
れ
へ
の
入
集
は
、
裏
返
せ
ば
忠
盛
が
歌
林
苑

と
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
は
な
ろ
う
。
実
際
、
忠
盛
家
の
歌
会
に
参
詠
し
た
歌
人
を
諸
家
集
よ
り
集
成
す
る
と
、

惟
方
(
惟
方
集
七
一
二
・
仲
正
(
伺
)
・
俊
恵
(
林
葉
集
一

O
六
・
四
五
二
等
が
あ
げ
ら
れ
、
忠
盛
は
歌
林
苑
を
主
催
し
た
俊
恵
と

交
渉
の
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
い
わ
ば
平
家
歌
人
と
俊
恵
@
登
蓮
と
い
う
歌
林
苑
会
衆
と
の
和
歌
の
上
で
の
交
渉
は
、
忠
盛
の
頃

に
遮
れ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
加
え
て
、
同
じ
武
門
平
氏
の
経
盛
に
つ
い
て
は
、
吉
原
栄
徳
氏
が
そ
の
藤
原
教
長
宛
の
仮
名
書
状

を
踏
ま
え
歌
林
苑
と
の
関
係
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
忠
度
に
つ
い
て
は
、
犬
井
氏
(
前
掲
)
の
御
研
究
に
詳
し
い
。
以
上
は
経
正
と

歌
林
苑
と
に
直
接
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
経
正
周
辺
の
平
家
歌
人
も
歌
林
苑
と
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
経
正
集
』
を
概
観
し
て
贈
答
歌
に
窺
え
る
歌
林
苑
関
係
歌
人
を
指
摘
し
、
併
せ
て
忠
盛
や
経
盛
ら
と
歌
林
苑
と
の
関
係
に
つ
い

て
粒
々
触
れ
て
み
た
が
、
今
度
は
、
『
経
正
集
』
中
の
歌
題
の
側
面
か
ら
歌
林
苑
と
の
交
渉
を
窺
わ
せ
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
み
る
。
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と
い
っ
て
も
、
『
経
正
集
」
に
は
、
詞
書
に
歌
林
苑
を
示
唆
す
る
記
述
は
な
く
、
単
に
歌
題
の
み
を
掲
げ
る
歌
が
多
い
た
め
、
歌
林

苑
歌
人
達
が
詠
作
し
た
歌
題
と
の
一
致
や
類
似
の
そ
れ
が
見
ら
れ
で
も
、
異
な
っ
た
場
で
の
詠
歌
を
同
一
時
と
誤
認
す
る
危
険
性
が

あ
る
。
単
純
な
「
花
し
「
丹
」
と
い
っ
た
素
題
は
様
々
な
場
所
で
詠
ま
れ
て
お
り
、
考
察
対
象
と
は
な
り
が
た
い
。
結
題
に
し
て
も
、

例
え
ば
「
夏
月
L

(

同一ニ

O
番
)
と
い
っ
た
歌
題
な
ど
は
当
代
歌
人
に
多
作
さ
れ
、
こ
れ
も
歌
林
苑
と
の
関
係
を
探
る
手
掛
か
り
と

は
な
し
が
た
い
。
実
際
に
歌
題
の
一
致
や
類
似
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

た
だ
、
中
に
は
余
り
前
例
の
な
い
結
題
も
見
ら
れ
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
歌
林
苑
十
普
会
に
関
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
先
に
、
『
夫

木
抄
」
に
採
ら
れ
た
歌
林
苑
歌
合
で
の
詠
歌
を
除
く
と
経
正
に
は
歌
林
苑
で
の
和
歌
活
動
へ
の
参
加
を
直
接
証
す
資
料
が
見
ら
れ
な

い
、
と
述
べ
た
が
、
仮
に
経
正
が
こ
の
十
普
会
へ
出
詠
し
て
い
た
と
な
る
と
、
経
正
と
歌
林
苑
と
の
交
渉
を
窺
わ
せ
る
歌
作
資
料
を

一
つ
追
加
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
疑
わ
し
い
面
も
あ
る
。
以
下
考
察
し
て
み
た
い
。

寄
催
篤
楽
恋

八
一
ニ
、
な
に
と
か
く
こ
ひ
わ
た
る
ら
ん
さ
は
だ
が
は
そ
で
つ
く
ば
か
り
あ
さ
き
こ
こ
ろ
を

寄
源
氏
恋

八
回
、
お
も
ひ
か
ね
こ
ひ
な
ぐ
さ
め
の
ゑ
あ
は
せ
に
き
み
が
す
が
た
を
う
つ
し
つ
る
か
な
(
以
上
、
経
正
集
)

こ
れ
は
家
集
中
の
「
寄
催
馬
楽
恋
」
「
寄
源
氏
恋
」
の
二
歌
題
及
び
そ
の
連
続
し
た
配
列
が
歌
林
苑
十
首
会
の
恋
二
首
の
歌
題
・

配
列
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
長
寛
二
戸
∞
ω
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
翌
永
万
元

HHE年
四
月
二
十
六
日
の
間
の
催
行
と
推
定
さ
れ
る

間
十
首
会
に
経
正
が
参
詠
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
可
能
性
を
渡
辺
雅
子
氏
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
で
、
平
家
歌
人
で
は
他
に

経
正
の
叔
父
忠
度
の
家
集
中
に
も
「
寄
源
氏
恋
」
題
一
首
が
見
ら
れ
、
氏
は
伺
様
に
忠
度
の
十
首
会
出
詠
の
可
能
性
に
も
言
及
さ
れ

て
い
る
。

歌
林
苑
十
首
会
は
「
歌
林
苑
十
首
歌
中
」
(
林
葉
集
)
・
「
白
川
に
人
々
十
首
歌
よ
み
し
中
に
・
:
」
(
隆
信
集
)
と
い
っ
た
諸
家
集
の

詞
書
か
ら
、
俊
恵
・
頼
政
な
ど
の
歌
林
苑
歌
人
が
集
っ
て
四
季
恋
の
各
二
首
十
題
l

i
遠
村
霞
・
花
留
客
・
(
夏
歌
題
は
不
明
)
・
夜

泊
鹿
・
江
上
月
・
暁
天
千
鳥
@
関
中
雪
・
寄
催
馬
楽
恋
・
寄
源
氏
恋

i
lを
詠
ん
だ
歌
会
と
克
ら
れ
、
仮
に
経
正
が
こ
の
十
首
会
に
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参
加
し
て
い
た
と
す
る
と
、
若
冠
十
代
i
l下
限
の
永
万
元
年
で
経
正
は
十
六
歳
位
l
lで
俊
恵
・
頼
政
ら
と
歌
作
を
共
に
し
て
い

た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
経
正
の
最
も
若
年
の
詠
歌
と
し
て
、
実
質
的
に
そ
の
歌
作
活
動
の
開
始
時
期
を
も
意
味
し
て
く
る
。

参
考
ま
で
に
向
会
歌
題
歌
が
家
集
等
に
見
ら
れ
、
か
つ
生
年
が
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
他
の
若
年
歌
人
を
掲
げ
る
と
、
実
一
局
(
そ
の

成
立
下
限
時
点
の
概
算
年
齢
で
十
七
歳
、
以
下
向
)
、
実
家
(
十
九
歳
)
、
隆
信
(
一
二
歳
)
、
実
国
(
二
四
歳
)
が
い
る
。
こ
の
う

ち
で
も
経
正
は
最
も
若
い
歌
人
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
経
正
集
』
中
の
恋
二
題
は
歌
林
苑
十
首
会
と
重
な
る
わ
け
だ
が
、
た
だ
、
わ
ず
か
二
歌
題
の
一
致
か
ら
経
正
の
同

十
首
会
参
詠
を
探
る
の
は
い
さ
さ
か
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
「
寄
催
馬
楽
恋
」
題
の
場
合
、
『
経
正
集
』
以
外
に
も
『
教

長
集
』
『
風
情
集
』
『
夫
木
抄
』
『
林
葉
集
』
と
『
頼
政
集
』
『
殻
富
門
続
大
輔
集
』
中
に
該
当
歌
が
あ
り
、
渡
辺
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
、
前
二
者
は
崇
徳
院
の
『
句
題
百
首
』
題
、
『
夫
木
抄
』
は
稲
荷
社
歌
合
で
の
右
京
大
夫
詠
と
、
い
ず
れ
も
当
十
首
会
の
そ
れ

で
は
な
い
。
俊
恵
の
『
林
葉
集
』
も
歌
題
下
に
つ
宇
治
僧
正
坊
」
と
の
細
字
書
き
が
あ
る
た
め
、
認
書
よ
り
当
十
首
会
歌
と
判
断
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
頼
政
と
殻
富
門
院
大
輔
の
そ
れ
は
十
首
会
で
の
歌
題
歌
と
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
家
集
中
に
他
の
開
会
題
が

見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
「
寄
催
馬
楽
恋
L

題
は
『
句
題
百
首
』
以
降
し
ば
し
ば
詠
ま
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
歌
林
苑
十
首

会
を
初
出
と
し
、
こ
れ
を
以
て
同
十
首
会
詠
と
措
定
で
き
る
よ
う
な
歌
題
と
は
言
い
が
た
い
。

一
方
「
寄
源
氏
恋
」
題
は
、
現
存
資
料
か
ら
す
る
と
同
十
首
会
を
初
見
と
し
よ
う
。
当
代
歌
人
で
は
俊
成
・
清
輔
・
頼
政
の
ほ
か

登
蓮
・
小
侍
従
・
実
家
に
克
ら
れ
、
他
に
『
千
載
集
』
に
「
一
一
菰
み
人
知
ら
ず
」
と
し
て
ニ
首
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
俊
成
ら
前

三
者
は
各
々
の
家
集
中
に
他
の
同
十
首
会
題
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
そ
の
一
歌
題
と
見
て
良
か
ろ
う
。
尤
も
、
俊
成
に
関
し
て
は
、

従
来
よ
り
「
お
な
じ
人
(
日
左
大
将
・
実
定
。
稿
者
注
)
の
十
蓄
の
題
の
中
、
恋
二
苦
」
と
の
詩
書
か
ら
、
こ
の
歌
林
苑
十
首
会
と

左
大
将
十
首
会
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
諸
先
覚
の
説
か
れ
る
通
り
、
同
一
時
の
十
首
会
を

意
味
す
る
と
解
し
て
お
く
。
ま
た
登
蓮
歌
は
、
『
夫
木
抄
』
に
「
源
氏
物
語
の
名
に
よ
せ
て
よ
め
る
恋
歌
」
(
一
七
一
二
五
番
詞
書
)

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
こ
の
歌
題
下
に
は
「
歌
苑
抄
」
と
の
細
字
書
き
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
俊
恵
編
集
の
散
供
歌
集
か
ら
の
入
集

と
分
か
る
。
登
蓮
自
身
も
歌
林
苑
会
衆
の
一
人
と
見
倣
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
え
歌
林
苑
に
関
わ
る
こ
の
歌
苑
抄
入
集
と
い
う
点
か

27 

草千108 



107 

ら
す
る
と
、
登
蓮
が
陪
十
首
会
に
出
詠
し
た
可
能
性
は
考
え
て
良
い
。
た
だ
、
小
侍
従
・
実
家
に
つ
い
て
は
、
各
々
の
現
存
歌
に
他

の
十
首
会
題
が
見
ら
れ
ず
、
そ
の
出
詠
に
明
徴
を
欠
く
。
経
正
に
関
し
て
も
家
集
中
の
当
歌
題
が
間
十
首
会
題
に
該
当
す
る
か
不
明

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
惟
宗
広
言
の
『
一
言
葉
集
』
中
に
も
「
寄
源
氏
」
恋
歌
を
詠
じ
た
経
正
歌
一
首
が
採
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

家
集
所
載
歌
が
「
ゑ
あ
は
せ
(
絵
合
)
」
の
巻
名
を
詠
み
込
む
の
に
対
し
ご
」
て
ふ
(
胡
蝶
)
」
と
の
異
な
る
巻
名
を
詠
み
、
経
正
が

少
な
く
と
も
「
寄
源
氏
恋
」
題
を
二
首
詠
作
し
て
い
た
と
の
事
情
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
こ
普
を
め
ぐ
っ
て
は
、
例
え
ば
ど
ち
ら
か
一
昔
が
同
十
首
会
で
詠
ま
れ
、
他
は
披
講
さ
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
別
の
折

に
詠
ま
れ
た
、
も
し
く
は
二
首
と
も
別
時
の
詠
で
あ
る
、
と
い
っ
た
解
釈
が
可
能
で
あ
る
白
が
、
そ
れ
ら
を
具
体
的
に
裏
付
け
る
資

料
は
見
当
た
ら
ず
、
い
づ
れ
と
も
判
断
が
つ
か
な
い
。
経
正
に
は
向
十
首
会
題
の
う
ち
恋
以
外
の
他
の
四
題
は
見
ら
れ
ず
、
「
寄
催

馬
楽
恋
」
題
に
し
て
も
、
前
述
の
よ
う
に
『
句
題
吾
首
』
以
降
当
代
歌
人
が
し
ば
し
ば
詠
ん
で
お
り
、
出
詠
を
裏
付
け
る
証
拠
価
値

は
余
り
高
い
と
は
一
一
一
一
口
え
な
い
。
ま
た
経
正
は
、
後
に
父
経
盛
の
庇
護
の
も
と
歌
合
(
仁
安
二
年
八
月
経
盛
歌
合
)
に
初
参
加
し
た
と

推
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
場
合
も
父
経
盛
の
出
詠
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
経
盛
も
現
存
歌
に
間
十
首
会
題
は
見
出
だ
せ
ず
、
そ

の
参
加
は
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
確
か
に
『
経
盛
集
』
に
は
「
さ
く
ら
人
を
と
ど
む
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
し
(
十
七
番
詞
書
)
と

い
う
歌
題
歌
が
見
ら
れ
、
十
首
会
の

J
化
留
客
」
題
に
類
似
し
て
い
る
の
だ
示
、
他
歌
人
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
「
桜
留
人
」
と
「
花

留
客
」
と
で
は
歌
の
内
容
が
微
妙
に
相
違
し
て
お
り
、
「
花
」
に
関
わ
る
結
題
は
多
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
で
は
無
理

な
開
定
化
は
避
け
た
。
こ
の
ほ
か
、
叔
父
忠
度
も
経
正
と
同
じ
く
恋
以
外
の
他
の
四
題
は
家
集
等
に
見
ら
れ
ず
、
そ
の
歌
壇
活
動
の

関
始
は
現
存
資
料
か
ら
治
承
年
間
以
蜂
と
推
定
さ
れ
る
な
ど
、
や
は
り
間
十
首
会
へ
の
出
詠
を
裏
付
げ
る
資
料
に
乏
し
い
。

こ
う
し
た
経
正
や
局
囲
の
平
家
歌
人
に
つ
い
て
の
状
況
証
拠
を
重
ね
て
み
る
と
、
出
詠
推
定
歌
人
中
で
年
少
の
一
人
と
み
ら
れ
る

経
正
が
、
長
寛
か
ら
永
万
に
か
け
て
、
俊
恵
・
頼
政
@
清
輔
等
の
ベ
テ
ラ
ン
歌
人
に
相
交
っ
て
歌
林
苑
十
首
会
で
歌
作
を
行
っ
て
い

た
か
は
疑
問
が
残
り
、
そ
の
参
詠
は
存
疑
と
し
た
方
が
良
い
と
考
え
る
。
こ
れ
は
忠
度
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
現
に
『
経

正
集
」
に
は
間
十
首
会
と
重
な
る
恋
二
題
が
同
じ
願
序
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
歌
題
配
列
は
同
十
首
会
以
来
他
に
見
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
経
正
が
家
集
自
撰
時
に
十
首
会
の
恋
二
題
の
歌
題
及
び
配
列
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。
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部
ち
、
異
な
る
巻
名
の
「
寄
源
氏
恋
」
題
歌
二
首
が
現
存
資
料
か
ら
得
ら
れ
、
そ
の
二
首
い
づ
れ
も
歌
林
苑
十
首
会
で
の
詠
歌
と
判

断
が
つ
か
な
い
以
上
、
逆
に
別
の
折
の
詠
で
あ
る
可
能
性
も
出
て
来
る
。
例
え
ば
、
忠
度
・
経
正
に
見
ら
れ
る
の
は
平
家
歌
人
同
士

が
当
歌
題
を
歌
作
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
和
歌
の
師
俊
成
の
指
導
に
よ
り
当
歌
題
を
詠
じ
た
、
な
ど
の
想
定
も
可
能
な
わ
け
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
場
合
、
経
豆
が
歌
林
苑
十
首
会
と
重
な
る
「
寄
催
馬
楽
恋
」
「
寄
源
氏
恋
」
の
題
詠
を
行
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
を

自
撰
家
集
の
歌
題
配
列
に
組
み
込
ん
で
い
る
、
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
経
正
や
忠
度
の
歌
林
苑
十
首
会
へ
の
参
詠
は
存
疑
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
や
は
り
現
存
資
料
中
で
は
、
『
夫
木
抄
』
に

載
る
歌
林
苑
歌
合
出
詠
歌
の
み
が
経
正
と
歌
林
苑
と
の
交
渉
を
裏
付
け
る
唯
一
の
明
徴
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
口

こ
の
ほ
か
、
次
の
歌
も
そ
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
そ
う
で
あ
る
G

人
々
大
井
に
ま
か
り
で
、
歌
よ
み
侍
り
し
に

六
四
、
ひ
と
か
た
へ
な
が
れ
て
お
つ
る
も
み
ぢ
か
な
さ
そ
ふ
あ
ら
し
は
さ
だ
め
な
け
れ
ど
(
経
正
集
)

右
は
『
経
正
集
』
冬
部
の
歌
で
、
他
の
歌
集
な
ど
に
採
ら
れ
て
い
な
い
歌
で
あ
る
。
認
童
一
回
に
歌
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
家
集

で
の
前
後
の
歌
を
参
照
す
る
と
、
こ
の
直
前
の
六
三
番
歌
詞
書
に
「
落
葉
」
、
直
後
の
六
五
番
歌
の
そ
れ
に
「
水
上
落
葉
」
と
あ
り
、

当
面
歌
も
落
葉
に
取
材
し
た
歌
と
解
せ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
語
表
も
し
く
は
「
水
上
落
葉
」
題
i
|素
題
か
結
題
か
ま
で

は
判
別
し
が
た
い
l
l
l
を
詠
じ
た
歌
と
思
わ
れ
る
。
詞
書
の
「
人
々
」
だ
け
で
は
具
体
的
な
同
行
者
は
分
か
ら
な
い
が
、
経
正
が
冬

季
に
人
々
と
大
井
一
向
に
行
き
、
そ
こ
で
落
葉
に
関
わ
る
歌
題
を
詠
ん
だ
折
の
歌
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

ち
な
み
に
、
当
代
の
他
歌
人
詠
に
お
い
て
、
大
井
海
の
落
葉
に
取
材
し
た
歌
は
『
頼
政
集
』
や
『
長
明
集
』
等
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、

『
千
載
集
』
巻
第
五
秋
下
に
俊
恵
法
師
や
道
図
法
師
の
歌
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
殊
に
道
因
の
歌
は
措
辞
の
面
で
経
正
歌
に
近

似
し
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
道
厨
歌
と
同
一
詞
書
で
括
ら
れ
た
直
前
の
俊
恵
歌
も
記
し
て
お
く
。

大
井
一
向
に
紅
葉
み
に
ま
か
り
て
よ
め
る
俊
恵
法
師

ザ
ふ
み
れ
ば
嵐
の
山
は
お
ほ
ゐ
川
も
み
ぢ
吹
き
お
ろ
す
名
に
こ
そ
有
り
け
れ

道

図

法

的
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お
ほ
ゐ
が
は
な
が
れ
て
お
つ
る
紅
葉
か
な
さ
そ
ふ
は
峰
の
嵐
の
み
か
は

(
傍
線
部
は
稿
者
に
よ
る
、
波
線
も
含
め
て
以
下
回
)

こ
れ
ら
二
首
を
詞
書
通
り
受
け
取
れ
ば
、
道
留
が
俊
恵
と
と
も
に
「
大
井
海
に
紅
葉
み
に
」
行
っ
た
時
の
歌
と
な
る
。
も
と
よ
り
抱

一
詞
書
で
括
ら
れ
た
勅
撰
集
・
私
撰
集
等
の
所
収
歌
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
歌
と
詞
書
と
の
関
連
を
そ
の
各
々
の
家
集
所

収
歌
詞
警
な
ど
を
参
照
し
て
検
一
証
す
る
必
要
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
取
り
敢
え
ず
は
こ
の
道
因
の
歌
と
経
正
歌

と
の
検
討
を
先
と
し
た
い
。

雨
歌
を
較
べ
る
と
、
道
圏
歌
の
傍
線
を
付
し
た
そ
の
第
二
・
一
ニ
句
の
措
辞
は
そ
の
ま
ま
経
正
歌
と
重
な
り
、
同
じ
く
第
四
・
五
匂

中
の
「
さ
そ
ふ
」
「
あ
ら
し
」
も
双
方
に
共
通
す
る
措
辞
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
く
。
大
井
河
の
紅
葉
や
落
葉
を
詠
じ
た
歌
は
こ
れ

以
前
に
も
多
く
詠
作
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
第
二
句
か
ら
第
四
匂
頭
に
か
け
て
の
傍
線
部
の
措
辞
の
配
置
は
、
稿
者
の
調
査
で
は
経

正
・
道
国
以
前
に
は
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
共
通
す
る
措
辞
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
定
め
な
き
峰
の
嵐
に
散
っ
た
紅

葉
が
大
井
河
を
流
れ
来
る
と
の
組
問
景
で
あ
り
、
詞
書
よ
り
経
正
・
道
因
と
も
実
詠
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
う
し
た
水
上
の
落

葉
と
い
う
似
通
っ
た
情
景
を
眼
前
に
据
え
つ
つ
両
者
は
歌
作
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
尤
も
、
道
函
は
嵐
の
み
な
ら
ず
大
井
河
の
流

れ
も
紅
葉
を
誘
う
と
詠
む
の
に
対
し
て
、
経
正
は
定
め
な
く
吹
く
嵐
に
散
っ
た
紅
葉
が
対
照
的
に
「
ひ
と
か
た
へ
」
流
れ
て
行
く
組
問

景
を
話
器
的
に
詠
出
し
、
こ
れ
ら
の
点
に
各
々
の
趣
向
は
汲
み
取
れ
よ
う
。
だ
が
、
こ
れ
以
外
の
歌
作
対
象
の
情
景
や
傍
線
部
の
措

辞
に
お
い
て
両
歌
は
一
致
す
る
部
分
が
多
く
、
偶
然
の
一
致
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
経
正
・
道
因
の
ど
ち
ら
か
一
方
が
他
方
の
歌

を
参
照
し
た
可
能
性
を
考
え
て
良
い
と
忠
わ
れ
る
。
殊
に
前
述
の
ご
と
く
、
経
正
は
人
々
と
「
大
井
に
ま
か
り
て
」
詠
ん
だ
歌
と
あ

る
。
あ
る
い
は
こ
の
「
人
々
」
の
中
に
道
閣
が
参
加
し
、
歌
作
に
際
し
経
正
・
道
留
が
栢
互
に
影
響
し
合
い
、
結
果
的
に
唱
和
の
よ

う
に
類
関
す
る
措
辞
を
詠
み
込
ん
だ
可
能
性
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
道
因
歌
の
詠
作
事
情
を
今
少
し
探
る
手
掛
か
り
と
な
る
資
料
、
例
え
ば
他
歌
集
所
収
時
の
詞
書
な
ど
を
求
め
て
み
る
と
、

こ
の
歌
は
後
年
の
『
歌
枕
名
寄
』
に
載
る
ほ
か
は
他
歌
集
に
採
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
と
て
『
千
載
集
』
か
ら
の
入
集
と
記
さ
れ
、

手
掛
か
り
と
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
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そ
こ
で
先
に
後
述
す
る
と
し
た
『
千
載
集
』
所
収
歌
の
詞
書
に
注
呂
し
て
み
た
い
。
前
に
、
俊
恵
・
道
図
の
歌
は
『
千
載
集
』
で

同
一
認
書
で
括
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
以
て
再
一
時
に
歌
作
さ
れ
た
と
は
郎
析
し
が
た
い
、
と
記
し
た
の
は
、
個
々
の
他
文
献
所

収
時
の
詞
書
を
調
査
し
、
『
千
載
集
』
の
そ
れ
と
異
な
る
詞
書
の
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
初
め
て
同
一
時
に
詠
ま
れ
た
可
能

性
が
出
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
道
国
の
歌
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
一
方
の
俊
恵
歌
は
家
集
『
林
葉
集
』
第

四
冬
歌
五
九
一
番
に
も
採
ら
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
『
定
家
八
代
抄
』
『
歌
枕
名
寄
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
詞
書
よ

り
『
千
載
集
』
か
ら
採
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
林
葉
集
』
所
収
歌
の
詔
書
は
、

歌
林
苑
人
人
大
井
河
に
ま
か
り
で
、
十
月
ば
か
り
に
う
た
読
み
侍
り
し
に

と
あ
る
。
歌
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
家
集
の
前
後
の
歌
を
参
照
す
る
と
、
落
葉
関
係
の
歌
題
の
歌
が
配
列
さ
れ
て
お
り
、
経
正

に
向
じ
く
「
落
葉
」
を
詠
じ
た
歌
と
解
し
て
良
か
ろ
う
。
殊
に
詞
書
は
『
千
載
集
』
所
収
の
そ
れ
よ
り
や
や
詳
し
く
詠
作
事
清
を
記

し
て
お
り
、
俊
恵
始
め
歌
林
苑
会
衆
が
十
月
頃
大
井
河
に
遊
ん
で
歌
会
を
催
し
た
時
分
の
歌
と
分
か
る
。
道
因
が
歌
林
苑
会
衆
の
一

人
で
あ
る
こ
と
は
既
に
諸
先
覚
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
道
因
が
こ
の
「
歌
林
苑
人
々
」
の
大
井
河
遁
遥

に
参
加
し
て
落
葉
を
詠
じ
た
可
能
性
は
強
く
、
編
者
俊
成
が
『
千
載
集
』
で
二
首
を
同
一
詞
書
で
括
っ
て
載
せ
た
の
は
そ
う
し
た
理

由
に
よ
る
、
と
の
解
釈
も
成
り
立
ち
そ
う
で
あ
る
。
『
千
載
集
』
所
収
歌
の
同
一
詞
書
以
外
に
徴
証
は
得
ら
れ
な
い
が
、
逆
に
現
存

資
料
か
ら
道
因
歌
が
俊
恵
の
そ
れ
と
は
即
時
の
詠
歌
で
あ
る
こ
と
を
証
す
資
料
も
ま
た
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
当
面
の
経
正
歌
認
書
に
は
人
々
と
連
れ
立
っ
て
「
大
井
に
ま
か
り
で
」
と
あ
り
、
ま
た
経
正
歌
は
道
因
歌
と
措
辞
な

ど
の
面
で
か
な
り
一
致
す
る
の
だ
が
、
経
正
の
開
会
参
加
を
示
唆
す
る
資
料
は
見
当
た
ら
ず
、
他
方
『
林
葉
集
』
所
収
歌
詞
書
を
参

照
す
る
と
、
道
菌
歌
が
経
正
一
一
誌
に
関
わ
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
歌
林
苑
主
催
の
大
井
河
遺
遥
に
参
加
し
て
の
詠
で
あ
る
可
能
性
が

出
て
く
る
。
な
お
、
吋
林
葉
集
』
成
立
は
そ
の
奥
書
か
ら
治
承
二
年
八
月
廿
二
日
と
み
ら
れ
、
歌
林
苑
の
大
井
河
遺
遥
の
歌
も
そ
こ

に
収
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
治
承
二
年
八
月
以
前
の
催
行
と
な
る
。
そ
の
下
限
の
治
承
二
年
時
点
で
経
正
は
二
十
代
後

半
、
道
国
は
八
九
歳
と
推
測
さ
れ
る
。
技
量
的
年
齢
的
に
道
国
が
経
正
よ
り
上
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
経
正
歌
と
道
図
歌
と
の
措
辞
の

一
致
に
つ
い
て
は
、
経
正
が
道
国
歌
を
踏
ま
え
歌
作
し
た
た
め
、
と
解
し
た
方
が
'
自
然
で
あ
ろ
う
D
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こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
経
正
歌
と
道
国
歌
と
の
措
辞
や
詞
書
に
見
え
る
詠
作
事
情
の
類
向
に
つ
い
て
想
定
可
能
な
事
情
を
考
え
て
み

る
と
、
二
通
り
の
場
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
経
正
歌
詞
蓄
の
「
人
々
い
は
ま
さ
し
く
俊
恵
・
道
因
ら
参
加
の
歌
林
苑
主
催
の
大

井
河
遺
遥
を
指
し
、
そ
こ
で
経
正
が
唱
和
の
よ
う
な
形
で
道
因
歌
と
似
通
っ
た
歌
を
詠
む
に
至
っ
た
、
と
い
う
場
合
で
、
詞
書
や
歌

中
の
措
辞
の
類
似
も
同
一
の
歌
会
に
よ
る
、
と
い
う
も
の
。
も
う
一
つ
は
、
経
正
の
大
井
河
行
き
は
歌
林
苑
と
は
別
の
機
会
で
あ
り
、

詞
盟
問
中
の
「
人
々
」
の
具
体
的
特
定
は
で
き
な
い
が
、
経
正
は
大
井
河
で
右
の
道
因
歌
を
念
頭
に
歌
作
し
、
そ
の
結
果
似
通
っ
た
措

辞
が
歌
に
取
り
込
ま
れ
た
、
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
現
存
資
料
か
ら
は
い
づ
れ
と
も
判
断
し
が
た
い
。
た
だ
措
辞
等
の
一
致
か
ら
す

る
と
、
参
加
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
経
正
は
こ
の
歌
林
苑
の
大
井
河
治
遥
、
お
よ
び
そ
の
折
の
詠
歌
を
念
頭
に
歌
作
し
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
き
そ
う
で
あ
る
。
先
の
「
寄
催
馬
楽
恋
」
「
寄
源
氏
恋
」
題
の
例
に
同
じ
く
、
こ
の
大
井
河
で
落
葉
を
一
詠
じ
た
歌
一
首

に
も
経
立
が
歌
林
苑
を
意
識
し
て
歌
作
し
て
い
た
こ
と
の
一
端
が
窺
え
よ
う
。

大
井
一
向
遺
遥
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
行
事
で
あ
る
。
宇
多
法
皇
が
延
喜
七
年
に
紀
貫
之
や
友
則
等
を
伴
っ
て
御
幸
し
、
そ
の

折
和
歌
会
を
催
さ
れ
て
以
持
、
大
井
河
の
紅
葉
を
詠
じ
た
歌
は
諸
歌
集
に
散
見
す
る
。
歌
林
苑
会
衆
の
冬
季
大
井
汚
遺
遥
以
前
に
は
、

「
大
井
河
迫
遥
に
水
上
落
葉
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る
」
(
散
木
奇
歌
集
・
冬
部
五
八
七
番
詔
書
)
、
「
大
井
御
幸
に
つ
か
う
ま
つ
る
」
(
金

葉
集
二
度
本
@
二
回
八
番
詞
書
・
顕
季
)
等
の
先
縦
歌
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
俊
恵
の
父
俊
頼
等
が
自
河
腕
の
大
井
河
御
幸
に
随
伴

し
た
時
の
詠
歌
で
、
歌
題
は
「
水
上
落
葉
、
大
井
海
選
遥
は
歌
林
苑
の
和
歌
行
事
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
歌
林
苑
以
外
で
も
催
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
詳
細
は
別
に
吟
味
を
必
要
と
し
よ
う
D

が
、
俊
恵
を
始
め
と
す
る
歌
林
苑
歌
人
が
俊
頼
等
に
同
じ
く
冬
季
に

大
井
一
例
法
遥
を
行
い
、
同
じ
く
水
上
落
葉
を
詠
作
し
て
い
た
わ
け
で
、
歌
林
苑
の
そ
れ
が
前
代
の
俊
頼
遠
の
雅
遊
に
倣
っ
た
可
能
性

も
一
つ
に
は
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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こ
れ
ま
で
『
経
正
集
』
所
載
の
三
首
の
歌
を
対
象
に
し
て
、
主
に
歌
題
お
よ
び
詞
書
の
面
か
ら
歌
林
苑
と
の
関
連
を
検
討
し
、
経

正
に
は
、
前
掲
の
『
夫
木
抄
』
所
収
歌
の
詞
書
の
ほ
か
、
歌
林
苑
で
の
和
歌
活
動
(
行
事
)
に
参
加
し
た
こ
と
を
直
接
証
す
資
料
は
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見
出
だ
せ
ず
、
ま
た
同
十
首
会
へ
の
出
詠
や
そ
の
大
井
河
遺
遥
へ
の
参
加
に
し
て
も
存
疑
と
す
る
ほ
か
な
い
、
と
の
考
察
結
果
を
示

し
た
。
そ
の
反
面
、
『
経
正
集
』
中
に
は
歌
林
苑
を
意
識
し
た
歌
作
や
歌
題
配
列
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
、
僅
か
で
は
あ

る
が
、
こ
こ
に
経
正
に
対
す
る
歌
林
苑
の
影
響
を
看
て
取
れ
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
『
経
正
集
』
中
の
歌
題
(
詞
書
)
を
対
象
に
す
る
限
り
、
歌
林
苑
と
関
わ
り
の
あ
り
そ
う
な
歌
の
指
摘
は
こ
の
程
度
に
留

ま
る
。
認
書
に
歌
作
の
場
を
記
さ
な
い
歌
が
大
半
を
占
め
る
以
上
、
歌
林
苑
会
衆
と
の
歌
題
の
比
定
を
試
み
て
も
、
強
引
に
間
関
連
付

け
て
し
ま
う
危
険
性
を
招
い
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
今
度
は
措
辞
の
一
致
と
い
う
点
に
着
目
し
て
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。
特
に
『
経

正
集
』
に
は
『
堀
湾
百
首
』
や
『
久
安
否
首
』
所
収
歌
に
依
拠
し
た
と
推
定
さ
れ
る
歌
が
散
見
さ
れ
、
こ
の
う
ち
に
は
、
経
正
と
同

じ
『
堀
河
百
首
』
歌
を
歌
林
苑
会
衆
も
ま
た
踏
ま
え
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
『
堀
河
吾
首
』
を
め
ぐ
る
措

辞
の
一
致
に
つ
い
て
で
あ
る
。

当
代
歌
人
一
詠
を
眺
め
る
と
、
『
堀
汚
吾
首
』
を
参
考
に
し
た
歌
作
は
一
般
的
で
あ
り
、
何
も
歌
林
苑
会
衆
の
み
が
行
っ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。
俊
成
も
子
の
定
家
に
『
堀
河
吾
首
』
題
を
歌
作
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
た
こ
と
が
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
に
見
え
る
。

そ
こ
に
は
ま
た
「
俊
恵
来
拭
饗
応
之
涙
」
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
犬
井
氏
の
御
指
摘
に
あ
る
よ
う
同
、
こ
の
背
景
に
は
、
定
家
の
歌

作
の
出
来
映
え
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
父
俊
頼
の
成
し
遂
げ
た
『
堀
河
百
首
』
題
に
よ
る
詠
歌
に
俊
恵
が
感
涙
に
咽
ん
だ
、
と
い
う

事
構
も
考
え
ら
れ
る
。
『
堀
河
百
首
』
は
匡
一
房
や
基
俊
な
ど
最
終
的
に
十
六
人
の
歌
人
に
よ
り
成
っ
た
百
普
和
歌
で
あ
り
、
そ
の
主

導
的
立
場
に
あ
っ
た
の
が
俊
恵
の
父
源
俊
頼
で
あ
る
。
俊
恵
が
父
俊
頼
の
『
堀
、
河
百
首
』
を
強
く
意
識
し
て
い
た
が
故
に
落
涙
し
た
、

と
見
て
も
お
か
し
く
は
あ
る
ま
い
。

俊
恵
の
『
林
葉
集
』
を
見
る
と
、
歌
林
苑
で
間
百
首
題
に
依
っ
た
百
普
歌
が
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
ま
た
間
百
首
所
収

歌
や
そ
の
他
の
間
百
首
歌
人
の
詠
歌
を
参
照
し
た
と
推
定
さ
れ
る
歌
も
散
見
す
る
。
こ
こ
で
は
後
掲
の
数
首
に
限
っ
て
取
り
上
げ
る

こ
と
に
す
る
が
、
歌
林
苑
で
は
、
少
な
く
と
も
『
堀
河
百
首
』
を
参
照
し
て
歌
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
だ
げ
は
間
違
い
な
き
そ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
、
経
正
も
歌
林
苑
と
交
渉
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
吋
堀
河
百
首
』
所
収
歌
の
措
辞
摂
取
に
お
い
て
歌
林
苑
歌
人
と

一
致
が
見
ら
れ
る
の
は
、
裏
返
せ
ば
先
の
道
国
歌
の
例
の
如
く
、
経
正
が
歌
林
苑
で
の
和
歌
活
動
を
意
識
し
て
歌
作
し
て
い
た
こ
と
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の
一
端
を
反
映
し
て
い
ま
い
か
、
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
経
正
歌
を
例
を
と
っ
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
『
堀
河
百
首
』

で
な
く
、
同
百
首
歌
人
俊
頼
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
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一
一
二
、
い
け
み
づ
の
は
す
の
う
き
は
に
ゐ
る
た
ま
を
い
く
た
び
か
ぜ
の
う
つ
し
か
ふ
ら
ん
(
経
正
集
)

池
水
の
蓮
の
葉
の
上
に
あ
る
玉
(
水
玉
)
を
何
度
風
が
移
し
変
え
る
こ
と
だ
ろ
う
か
、
と
経
正
は
一
詠
じ
て
い
る
が
、

た
措
辞
・
内
容
を
持
つ
歌
が
俊
恵
に
見
ら
れ
る
。

蓮
乱
暁
風
歌
林
苑

三
二
七
、
タ
さ
れ
ば
は
す
の
う
き
ば
に
嵐
こ
え
て
う
つ
し
ぞ
か
ふ
る
露
の
し
ら
玉
(
林
葉
集
)

こ
れ
は
傍
線
部
の
措
辞
が
経
正
歌
と
一
致
す
る
上
、
嵐
に
よ
り
蓮
上
の
水
玉
が
移
し
変
え
ら
れ
る
と
詠
ん
で
お
り
、
内
容
的
に
も
経

正
歌
に
近
い
。
お
そ
ら
く
経
正
は
、
歌
作
時
に
こ
れ
を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

尤
も
、
こ
の
俊
恵
歌
に
つ
い
て
も
先
縦
歌
を
指
摘
で
き
る
。

皇
后
宮
権
大
夫
邸
時
の
八
条
の
家
に
て
、
水
風
晩
涼
と

い
へ
る
事
を
よ
め
る

三
一
二
、
風
ふ
け
ば
は
す
の
う
き
葉
に
玉
こ
え
て
涼
し
く
な
り
ぬ
日
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ
(
散
木
奇
歌
集
)

俊
恵
は
、
父
俊
頼
歌
の
第
二
匂
「
は
す
の
う
き
葉
」
と
の
措
辞
を
そ
の
ま
ま
自
歌
第
二
匂
に
置
き
、
そ
の
第
三
句
の
「
玉
こ
え
て
」

を
「
風
こ
え
て
L

と
変
え
、
第
五
句
で
「
露
の
し
ら
玉
い
と
詠
ん
で
い
る
D

し
か
も
俊
恵
歌
の
歌
題
下
の
細
字
書
き
に
は
「
歌
林
苑
」

と
あ
る
か
ら
、
俊
恵
は
こ
の
歌
作
を
歌
林
苑
で
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ち
な
み
に
、
蓮
上
の
露
を
玉
と
見
立
て
た
詠
作
は
、
古
く
は
『
万
葉
集
』
の
、

ヒ

サ

カ

タ

ノ

ア

メ

モ

フ

ラ

一

ヌ

カ

ハ

チ

ス

パ

ニ

タ

マ

レ

ル

ミ

ズ

ノ

タ

?

ニ

ニ

ム

ミ

ユ

三
八
五
九
、
久
堅
之
雨
毛
落
奴
可
蓮
荷
伝
淳
在
水
乃
玉
似
将
有
克
(
巻
第
十
六
有
自
縁
井
雑
歌
)

に
見
ら
れ
、
こ
れ
以
降
『
古
今
集
』
の
僧
正
一
遍
昭
の
歌
(
一
六
五
番
)
な
ど
諸
歌
集
に
散
見
す
る
が
、
「
蓮
の
う
き
葉
」
と
の
措
辞

を
用
い
、
そ
れ
を
「
(
水
)
と
風
と
を
組
み
合
わ
せ
マ
詠
じ
た
の
は
、
管
見
で
は
俊
頼
が
最
初
で
あ
る
。
俊
頼
歌
の
斬
新
さ
は

平経正と歌林苑の関連

こ
れ
と
似
通
っ
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そ
の
点
に
あ
り
、
子
の
俊
恵
が
そ
れ
を
自
歌
に
取
り
入
れ
た
の
も
、
そ
の
従
来
と
異
な
る
発
想
・
措
辞
に
気
付
い
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
経
正
歌
に
も
「
蓮
の
う
き
葉
」
と
の
措
辞
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
以
上
、
俊
恵
の
み
な
ら
ず
そ
の
依
拠
し
た
俊
頼
歌

に
も
経
正
は
白
を
配
っ
て
い
た
、
と
の
想
定
も
あ
な
が
ち
無
理
と
は
言
え
ま
い
。

『
堀
河
百
苦
』
で
な
く
『
散
木
奇
歌
集
』
の
俊
頼
歌
に
つ
い
て
例
を
掲
げ
た
が
、
俊
恵
や
経
正
は
、
俊
頼
の
一
一
部
歌
の
斬
新
さ
(
措

辞
等
)
を
同
じ
く
踏
ま
え
た
歌
作
を
行
っ
て
お
り
、
し
か
も
俊
恵
歌
は
歌
林
苑
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
歌
林
苑
で
は
歌

合
・
歌
会
・
大
井
河
遺
遥
と
い
っ
た
和
歌
活
動
の
ほ
か
、
『
堀
河
百
苔
』
歌
人
の
斬
新
な
措
辞
を
踏
ま
え
た
歌
作
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
分
か
る
。
経
正
が
こ
の
歌
林
苑
歌
会
に
参
詠
し
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
問
歌
会
で
の
俊
恵
歌
(
俊
頼
歌

も
含
め
て
)
を
意
識
し
て
歌
作
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
経
正
歌
に
は
、
歌
林
苑
を
介
し
て
開
会
衆
と
同
じ
よ
う
な
措
辞
を
取
り
込
ん
で
い
る
、
と
想
定
で
き
る
ケ

l
ス
が
見

ら
れ
る
わ
け
で
、
そ
れ
ゆ
え
先
に
、
歌
題
以
外
に
経
正
と
歌
林
苑
と
の
交
渉
を
示
唆
す
る
材
料
と
し
て
措
辞
の
一
致
に
注
呂
し
よ
う
、

と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
措
辞
の
一
致
と
一
一
一
一
口
っ
て
も
、
必
ず
し
も
歌
林
苑
で
の
歌
会
等
に
お
け
る
同
一
時
の
歌
作
に
拘
ら
な
い

も
の
と
す
る
。
ま
た
、
『
堀
湾
百
蓄
』
を
取
り
上
げ
俊
成
部
類
の
『
久
安
百
首
』
や
他
百
首
を
検
討
対
象
に
取
り
上
げ
な
い
の
は
、

前
述
の
よ
う
に
俊
恵
に
深
く
関
わ
る
百
首
で
、
し
か
も
歌
林
苑
で
は
そ
れ
を
強
く
意
識
し
た
歌
作
が
な
さ
れ
て
お
り
、
経
正
と
歌
林

苑
と
の
交
渉
を
探
る
手
掛
か
り
の
一
つ
と
し
て
有
効
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
。
誤
解
の
な
い
よ
う
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
『
堀

一
円
百
首
』
を
踏
ま
え
た
歌
作
が
あ
る
か
ら
歌
林
苑
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
れ
を
参
考
に
し
て
歌
作
す
る
傾
向
は

当
代
一
般
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
歌
林
苑
と
の
交
渉
を
特
徴
付
け
る
も
の
と
は
一
一
一
口
え
ず
、
あ
る
い
は
さ
ほ
ど
歌
林
苑
と
の
交

渉
を
持
た
な
く
て
も
、
『
堀
河
百
首
」
所
収
歌
の
摂
取
を
め
ぐ
っ
て
同
歌
人
と
一
致
す
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
経
正
の
場
合
、

先
に
『
夫
木
抄
』
所
載
歌
に
よ
り
あ
ら
か
た
歌
林
苑
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
、
更
に
歌
題
(
詔
書
)
の
一
致
を
も
と
に
具
体
的
な
検

討
を
加
え
て
き
た
。
そ
し
て
今
次
に
は
、
『
経
正
集
』
中
の
『
堀
河
百
首
』
摂
取
歌
に
は
歌
林
苑
会
衆
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
、

と
の
事
情
を
鑑
み
、
そ
れ
を
も
と
に
経
正
と
歌
林
苑
と
の
関
連
性
を
措
辞
の
う
え
か
ら
考
察
で
き
ま
い
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、
そ
の
依
拠
歌
が
ど
の
よ
う
な
点
で
新
風
和
歌
と
言
え
る
の
か
、
と
い
う
点
も
含
め
、
以
下
数
首
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
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み
る
。

36 

平経正と歌林苑の関連

冬

月

七
O
、
う
す
ご
ほ
り
わ
れ
で
も
か
づ
く
に
ほ
ど
り
の
あ
と
を
た
づ
ね
て
や
ど
る
月
か
げ
(
経
正
集
)

こ
の
歌
で
経
正
は
、
ま
ず
上
旬
で
薄
氷
が
割
削
れ
て
も
潜
る
鳩
鳥
と
詠
み
出
だ
し
、
下
旬
で
そ
の
割
れ
た
水
面
に
宿
る
歌
題
の
冬
月

へ
と
視
線
を
転
じ
て
い
る
。
『
新
古
今
集
』
以
前
の
冬
月
題
歌
を
見
る
と
、
雪
や
氷
・
霜
な
ど
天
象
関
係
の
措
辞
を
伴
っ
て
詠
ま
れ

る
場
合
が
殆
ど
で
、
こ
の
よ
う
な
薄
氷
を
割
る
鳩
鳥
と
の
組
み
合
わ
せ
は
他
に
例
を
見
ず
、
経
正
が
暗
矢
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
上

旬
の
傍
線
部
の
措
辞
は
、
経
正
以
前
に
、
次
の
よ
う
に
『
堀
河
百
首
』
歌
に
見
ら
れ
る
。

一
O
一
一
、
水
鳥
の
す
だ
く
汀
の
う
す
氷
わ
れ
で
も
に
ほ
の
か
づ
く
な
る
か
な
(
水
鳥
・
国
信
)

薄
氷
が
割
れ
て
も
潜
る
鳩
鳥
と
の
情
景
を
表
し
た
こ
の
措
辞
に
つ
い
て
、
経
正
は
、
多
少
の
措
辞
の
置
き
換
え
こ
そ
す
れ
、
殆
ど
そ

の
ま
ま
白
歌
上
旬
に
据
え
て
お
り
、
こ
こ
よ
り
経
正
が
国
信
歌
の
措
辞
を
踏
ま
え
て
歌
作
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ち
な
み
に
、
当
代
歌
人
で
こ
の
『
堀
河
百
首
』
国
信
歌
の
措
辞
を
摂
取
し
た
と
推
定
さ
れ
る
例
を
求
め
る
と
、

月
前
水
鳥

六
四

O
、
に
ほ
ど
り
の
か
づ
く
に
わ
れ
ぬ
う
す
氷
あ
り
あ
け
の
月
の
や
ど
る
な
り
け
り
(
出
観
集
)

湖
上
水
鳥

六
五
五
、
ま
の
の
う
ら
に
氷
り
ゃ
う
す
き
に
ほ
ど
り
の
か
づ
け
て
わ
る
る
お
と
の
き
こ
ゆ
る
(
林
葉
集
)〈辺
)

と
の
こ
首
の
歌
が
見
出
だ
せ
る
。
前
者
の
覚
性
歌
と
経
正
歌
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
以
前
触
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
詳
述
を

省
く
が
、
雨
歌
は
措
辞
・
発
想
の
面
で
似
通
う
点
が
多
く
、
経
正
は
こ
の
覚
性
歌
を
歌
作
時
に
参
考
に
し
た
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
、

後
者
の
俊
恵
は
、
間
信
歌
の
措
辞
を
そ
の
第
二
句
か
ら
四
匂
に
据
え
た
よ
で
、
国
信
が
氷
上
の
鳩
鳥
を
視
覚
的
に
捉
え
て
詠
出
す
る

の
に
対
し
、
そ
の
第
五
匂
で
聴
覚
的
に
「
お
と
の
き
こ
ゆ
る
」
と
変
え
て
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
党
性
・
経
正
・
俊
恵
は
、
い
づ
れ
も
国
信
歌
の
傍
線
部
の
措
辞
に
着
目
し
て
白
歌
に
取
り
込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

で
は
俊
恵
ら
は
何
故
こ
の
措
辞
を
取
り
上
げ
る
に
至
っ
た
の
か
、
が
疑
問
に
残
る
。



聡

そ
こ
で
鳩
鳥
の
用
例
に
つ
い
て
粒
々
の
整
理
を
試
み
る
と
、
鳩
鳥
と
い
う
の
は
潜
水
し
て
魚
を
捕
る
行
動
習
性
を
持
ち
、
和
歌
に

お
い
て
は
、
古
く
『
万
葉
集
』
中
に
「
か
づ
く
」
等
に
掛
る
枕
詞
と
し
て
用
例
が
見
え
(
万
葉
集
七
二
八
な
ど
て
『
吉
今
集
』
で
は

そ
の
習
性
が
水
面
下
に
通
う
、
郎
ち
人
自
を
忍
ん
で
「
そ
こ
(
底
・
其
処
)
に
か
よ
ふ
」
(
古
今
集
六
六
二
・
恋
歌
一
ニ
)
と
恋
の
意

を
含
ん
で
詠
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。
一
般
に
水
鳥
(
鴛
驚
な
ど
)
は
そ
の
番
の
愛
情
が
和
歌
に
詠
ま
れ
る
場
合
が
多
く
、
鳩
鳥
は
更

に
そ
の
潜
水
行
動
に
恋
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伴
っ
て
詠
ま
れ
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
鳩
鳥
は
平
安
和
歌
に
お

い
て
様
々
に
歌
作
さ
れ
、
冬
の
氷
結
し
た
池
に
記
し
て
の
詠
(
拾
遺
集
一
一
四
五
な
ど
)
や
他
の
歌
題
歌
に
取
材
さ
れ
、
そ
れ
は
叙

景
歌
・
恋
歌
を
関
わ
な
い
。
ま
た
後
に
は
鳩
鳥
の
行
動
を
対
象
と
す
る
よ
り
、
そ
の
巣
に
焦
点
を
当
て
た
「
鳩
の
浮
巣
」
と
の
措
辞

が
源
三
位
頼
政
(
建
春
門
院
歌
合
)
よ
り
見
ら
れ
、
こ
れ
は
以
後
新
古
今
歌
人
達
に
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
D

こ
の
よ
う

に
鳩
鳥
に
取
材
し
た
多
様
な
歌
作
が
試
み
ら
れ
る
一
方
、
題
詠
歌
の
発
達
と
と
も
に
、
主
に
「
水
鳥
」
や
「
氷
」
関
連
の
歌
題
で
取

材
さ
れ
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
鳩
鳥
は
、
『
古
今
六
帖
』
第
三
帖
で
は
「
み
ず
と
り
・
を
し
・
か
も
・
に

を
・
う
」
と
水
鳥
と
は
別
に
単
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
結
局
こ
れ
以
降
は
歌
材
の
一
つ
に
留
ま
り
、
鳩
鳥
自
体
が
歌
題
化
す

る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
鳩
鳥
の
用
例
を
辿
る
と
、
日
出
信
以
前
に
は
、
薄
氷
を
割
る
鳩
鳥
を
対
象
と
し
た
詠
歌
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
が
付
く
。

例
え
ば
、
氷
結
す
る
に
至
っ
た
池
の
鳩
鳥
を
詠
じ
た
歌
と
し
て
は
、

一
九
八
、
に
ほ
ど
り
の
し
た
こ
ぐ
な
み
し
た
た
ぬ
か
な
い
け
の
こ
ほ
り
ゃ
あ
つ
く
な
る
ら
ん
(
長
能
集
・
氷
)

一
O
O三
、
に
ほ
鳥
は
よ
が
れ
に
け
ら
し
け
さ
み
れ
ば
あ
し
ま
の
こ
ほ
り
ひ
ま
な
か
り
け
り
(
堀
河
百
首
・
凍
・
基
俊
)

と
い
っ
た
先
行
歌
が
あ
げ
ら
れ
、
他
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
冬
の
湖
面
に
夜
中
漂
う
鳩
鳥
を
扱
う
歌
も
散
見
す
る
。
た
だ
し
、
薄

氷
を
割
っ
て
か
づ
く
鳩
鳥
と
の
情
景
を
捉
え
一
一
部
出
し
た
の
は
国
信
以
前
に
は
見
当
た
ら
ず
、
経
正
や
俊
恵
ら
が
挙
っ
て
毘
信
歌
を
参

照
し
た
の
は
、
彼
等
が
こ
の
措
辞
の
斬
新
さ
に
留
意
し
、
そ
れ
を
自
歌
に
取
り
込
む
こ
と
で
よ
り
一
一
層
歌
の
奥
行
き
を
広
げ
よ
う
と

し
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
覚
性
歌
の
「
月
前
千
鳥
」
題
は
俊
恵
・
忠
度
等
が
参
じ
た
歌
林
苑
歌
会
で
の
歌
題
に
一
致
し
、
俊
恵
歌
の
「
湖
上
水
鳥
」
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題
は
、
吋
広
言
葉
」
六
五
番
歌
詞
書
に
見
え
る
細
字
書
き
か
ら
「
賀
茂
会
し
で
の
歌
題
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
い
ず
れ
も
同
一
時

に
詠
ま
れ
た
歌
と
は
言
え
な
い
が
、
歌
林
苑
に
関
わ
る
場
も
し
く
は
人
物
の
詠
歌
で
あ
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
殊
に
経
正
歌
は
、
措

辞
・
内
容
の
一
致
か
ら
覚
性
歌
を
参
照
し
た
可
能
性
が
強
く
、
先
の
俊
頼
歌
・
俊
恵
歌
の
場
合
の
よ
う
に
、
歌
林
苑
で
の
歌
会
一
一
誌
を

踏
ま
え
て
詠
作
し
た
と
一
一
一
一
口
え
そ
う
で
あ
る
口

五

月

雨

一
二
、
さ
み
だ
れ
に
た
ま
え
の
あ
し
は
み
づ
こ
え
て
な
つ
か
り
し
た
る
こ
こ
ち
こ
そ
す
れ
(
経
正
集
)

玉
江
の
葦
の
菱
刈
り
は
『
後
撰
集
』
以
降
し
ば
し
ば
歌
材
に
取
ら
れ
、
経
正
以
前
の
詠
歌
も
散
見
す
る
が
、
中
で
も
、

十
二
、
さ
み
だ
れ
の
な
が
き
さ
つ
き
の
み
づ
ふ
か
み
た
ま
え
の
あ
し
の
な
つ
が
り
も
あ
ら
じ
(
天
喜
四
年
五
月
六
条
驚
院
歌
合
)

と
い
う
加
賀
左
衛
門
歌
は
、
内
容
的
に
経
正
歌
に
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
歌
は
降
り
続
く
五
月
雨
に
夏
刈
り
が
出
来
な
い
矯
景
を
ス

ト
レ
!
ト
に
詠
む
の
に
対
し
て
、
経
正
は
着
想
を
変
え
、
同
じ
く
玉
江
の
水
嵩
が
増
し
て
藍
が
見
え
な
い
情
景
を
念
頭
に
、
下
匂
で

菱
刈
り
し
た
心
地
が
す
る
と
見
立
て
の
よ
う
に
詠
じ
て
お
り
、
傍
線
を
付
し
た
措
辞
が
経
正
歌
に
一
致
す
る
点
で
も
、
右
は
経
正
が

参
考
と
し
た
可
能
性
の
あ
る
一
首
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
も
、
経
正
は
、
加
賀
左
衛
門
歌
の
初
句
か
ら
第
四
句
ま
で
の
内
容
を
白

歌
上
旬
に
凝
縮
し
て
詠
ん
で
お
り
、
こ
の
第
二
句
自
の
名
詞
句
「
た
ま
え
の
あ
し
」
を
挟
ん
だ
第
一
・
一
二
匂
の

J
c
み
だ
れ
に
:
:
:

み
づ
こ
え
て
」
と
の
措
辞
は
注
意
さ
れ
る
。

こ
の
措
辞
に
つ
い
て
は
先
般
歌
が
指
摘
で
き
る
。

四
三
六
、
五
月
雨
に
沼
の
い
は
か
き
水
こ
え
て
ま
こ
も
か
る
べ
き
方
も
し
ら
れ
ず
(
五
月
雨
・
師
頼
)

と
い
う
『
堀
河
百
品
目
』
所
載
歌
が
そ
れ
で
、
経
正
も
同
様
に
ご
の
措
辞
を
白
歌
に
配
す
る
以
上
、
先
の
加
賀
左
衛
門
歌
の
ほ
か
、
部

頼
歌
も
歌
作
時
に
参
照
し
た
と
患
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
当
代
歌
人
詠
に
も
こ
の
師
頼
歌
の
措
辞
を
踏
ま
え
た
と
推
測
さ
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。
い
く
つ
か
左
に
掲
げ
る
と
、

さ
み
だ
れ
を

さ
み
だ
れ
に
た
な
か
の
ゐ
ど
に
み
づ
こ
え
て
こ
な
ぎ
つ
む
べ
き
か
た
も
し
ら
れ
ず
(
書
陵
部
蔵
有
一
房
集
)
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九
O
、



草

又
、
お
な
じ
心

(
H
五
月
雨
。
稿
者
注
)
を

さ
み
だ
れ
に
を
だ
の
い
は
か
き
水
こ
え
て
あ
さ
か
の
ぬ
ま
も
名
の
み
な
り
け
り
(
林
葉
集
)

五
月
雨

さ
み
だ
れ
は
ふ
る
の
た
か
は
し
水
こ
え
て
波
ば
か
り
こ
そ
立
ち
わ
た
り
け
れ
(
禅
林
務
葉
集
)

五
月
雨

五
九
三
、
五
月
雨
に
い
た
だ
の
は
し
は
水
こ
え
て
け
た
よ
り
ゆ
か
む
道
だ
に
も
な
し
(
霊
家
集
)

と
い
っ
た
歌
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
『
為
忠
集
』
二
三
四
番
、
『
出
観
集
』
一
二
八
番
、
『
林
葉
集
』
二
七
回
・
二
七
八
番
、
『
隆
信
集
』

二
八
番
、
『
西
行
上
人
集
』
六
八
六
番
、
『
玄
玉
集
』
六
五
番
や
『
今
撰
集
』
九
五
番
に
各
一
首
見
え
、
こ
れ
ら
も
初
旬
が
「
五
月
雨

に
(
乃
至
・
は
)
」
、
第
三
句
自
に
「
水
越
え
て
」
が
配
さ
れ
た
形
で
、
師
頼
歌
の
匂
の
配
置
に
沿
っ
て
い
る
。
な
お
、
前
掲
し
た
四

首
の
う
ち
有
一
房
・
俊
恵
の
歌
は
、
各
々
第
五
匂
っ
か
た
も
し
ら
れ
ず
」
・
第
二
句
三
乞
だ
の
い
は
が
き
」
に
お
い
て
、
経
正
以
上
に

師
頼
歌
の
措
辞
を
摂
り
込
ん
で
い
る
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
れ
よ
り
師
頼
歌
が
当
代
歌
人
に
か
な
り
参
照
さ
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

当
代
以
降
の
用
例
で
は
、
『
正
治
初
鹿
百
首
』
『
正
治
後
度
百
首
』
コ
ニ
百
六
十
番
歌
合
』
や
『
千
五
百
番
歌
合
』
の
壊
に
は
、
依

然
と
し
て
前
述
の
師
頼
歌
の
第
一
・
三
句
の
措
辞
を
踏
ま
え
た
歌
が
散
見
す
る
一
方
、
中
に
は
、
次
に
掲
げ
た
俊
成
歌
の
如
く
、
三

匂
自
に
つ
水
越
え
て
」
の
措
辞
の
み
を
配
し
た
だ
け
の
、

一
二
ニ

O
、
み
た
や
も
り
そ
と
も
の
池
に
水
こ
え
て
か
ね
て
秋
あ
る
さ
み
だ
れ
の
空
(
正
治
初
度
百
首
・
憂
・
釈
阿
)

と
い
う
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
姉
頼
歌
の
単
な
る
措
辞
の
摂
取
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
応
用
し
た
一
例
と
言
え
よ
う
。
俊
成
ほ
ど
の
歌

人
と
も
な
る
と
、
そ
の
措
辞
を
自
己
の
内
に
消
化
し
て
新
た
な
歌
作
に
結
び
付
け
る
技
量
は
有
し
て
い
よ
う
が
、
そ
の
俊
成
に
し
て

も
、
こ
の
「
水
越
え
て
」
と
の
措
辞
を
第
二
一
句
に
配
し
て
詠
ん
で
い
る
。
五
月
雨
題
に
お
け
る
師
頼
歌
の
当
詣
の
措
辞
は
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
と
よ
り
「
五
月
雨
」
題
の
題
意
は
、
連
日
の
降
雨
と
梅
雨
明
け
の
酷
暑
に
「
や
り
ば
の
な
い
梅
雨
時
の
不
快
感
を
具
象
す
る
」

二
七

O
、

二
七
、

総千96 
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点
に
あ
り
、
そ
の
実
作
と
し
て
、
連
日
の
多
雨
に
「
川
・
淀
・
池
の
水
量
が
増
え
、
水
草
に
水
が
冠
り
、
継
橋
・
浮
橋
が
壊
さ
れ
る

ま
で
に
な
っ
た
と
詠
う
L

(

以
上
、
『
和
歌
大
辞
典
』
・
滝
沢
貞
夫
郎
)
と
さ
れ
る
。
平
安
末
・
鎌
倉
初
期
に
お
い
て
、
五
月
間
な
ど

天
候
現
象
の
変
移
を
対
象
に
五
月
雨
を
詠
じ
た
歌
で
は
な
く
、
地
上
の
降
雨
に
自
を
向
け
た
五
丹
一
問
題
歌
の
う
ち
に
は
、
菖
蒲
や
時

鳥
と
組
み
合
わ
せ
て
詠
作
し
た
歌
の
ほ
か
、
そ
の
絶
え
間
な
い
五
月
雨
を
「
み
か
さ
増
さ
れ
ば
」
(
林
葉
集
二
六
七
)
と
か
「
水
や

ま
さ
れ
る
い
(
江
師
集
五
七
)
と
表
現
し
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に
上
昇
し
た
水
面
に
対
す
る
物
象
の
高
下
有
無
を
主
体
に
そ
れ
を
視

覚
的
具
体
的
に
捉
え
て
表
現
す
る
よ
う
な
歌
作
が
一
般
的
に
見
ら
れ
る
口
た
だ
、
「
水
越
え
て
」
と
の
措
辞
、
特
に
動
詞
「
こ
ゆ
」

を
用
い
た
併
は
見
ら
れ
な
い
。

経
正
前
後
の
歌
で
は
、
連
日
の
降
雨
に
増
水
す
る
情
景
を
詠
む
際
に
動
詞
「
こ
ゆ
」
を
用
い
る
の
は
、
『
堀
河
百
首
』
頃
か
ら
が

圧
倒
的
で
あ
る
。
部
頼
歌
の
「
水
越
え
て
」
の
措
辞
の
ほ
か
に
は
、
俊
頼
の
、

五
月
雨
の
心
を
よ
め
る

二
九
五
、
さ
み
だ
れ
は
も
り
こ
し
水
も
岩
こ
え
て
に
は
も
ぬ
ま
え
の
そ
こ
と
な
り
け
り
(
散
木
奇
歌
集
)

と
い
う
歌
に
も
動
認
「
こ
ゆ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
第
二
・
一
ニ
匂
「
盛
り
来
し
水
も
岩
越
え
て
」
は
、
口
語
訳
す
れ
ば

「
(
五
月
雨
時
は
)
溢
れ
て
来
た
水
も
岩
を
越
え
て
」
の
意
と
な
り
、
水
が
或
る
物
体
(
こ
こ
で
は
岩
)
を
越
え
て
溢
れ
出
る
意
に
解

せ
る
点
で
は
「
水
越
え
て
」
と
意
味
的
に
大
差
な
い
。
た
だ
、
鎌
倉
初
期
ま
で
の
和
歌
に
お
い
て
、
師
頼
歌
の
措
辞
が
「
五
月
雨
L

題
歌
に
の
み
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
俊
頼
歌
の
第
三
匂

J
石
を
越
え
て
」
と
の
措
辞
は
、
五
月
雨
題
に
限
ら
ず
様
々
な
歌
題
歌

で
詠
ま
れ
て
お
り
、
例
え
ば
『
秋
篠
月
清
集
』
四

O
四
番
で
は
上
匂
「
こ
ほ
り
ゐ
し
み
づ
の
し
ら
な
み
い
は
こ
え
て
」
と
あ
り
、
ま

た
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
二
六
一
一
一
番
に
は
同
「
た
づ
ね
つ
る
出
井
の
し
水
岩
越
え
て
」
と
あ
る
な
ど
、
必
ず
し
も
五
月
雨
題
歌
と
は
限

ら
な
い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
後
世
の
用
例
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
五
月
雨
題
歌
で
動
認
ご
」
ゆ
」
を
用
い
た
措
辞
が
詠
ま
れ
る
に

至
っ
た
一
一
困
に
『
堀
河
百
首
』
の
俊
頼
・
師
頼
両
歌
が
与
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
ま
た
そ
の
新
奇
な
措
辞
の
案
出
は
、

彼
等
の
新
風
和
歌
試
行
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。

更
に
師
頼
の
「
水
越
え
て
」
と
の
措
辞
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
単
な
る
水
位
の
上
昇
を
意
味
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
空
間
的
な
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耳意

水
量
の
拡
大
を
示
し
、
延
い
て
は
五
月
雨
の
長
き
に
わ
た
る
降
雨
を
暗
示
し
て
い
る
。
五
月
雨
に
沼
の
岩
垣
を
水
が
越
え
て
し
ま
い

真
菰
を
刈
る
べ
き
場
所
も
分
か
ら
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
師
頼
歌
の
大
意
だ
が
、
こ
の
上
句
は
、
単
な
る
水
位
の
上
昇
に
留
ま

ら
ず
空
間
的
な
水
面
の
広
が
り
を
も
示
し
、
ま
た
そ
れ
が
時
間
的
に
連
自
の
多
雨
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
こ
と
が
一
首
の
裏
面
に
見
て

取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
五
月
雨
題
を
時
間
的
空
間
的
な
水
量
の
増
加
に
つ
い
て
詠
出
す
る
発
想
は
従
来
も
見
ら
れ
る
が
、
師
頼
歌
の

第
一
・
第
三
句
、
中
で
も
第
三
匂
の
「
水
越
え
て
L

と
の
措
辞
は
斬
新
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
第
二
句
呂
に
橋
名
・
地
名

等
の
呉
象
的
な
語
を
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
句
だ
け
で
そ
の
当
面
の
物
象
を
「
水
が
越
え
て
行
く
」
様
子
を
縦
横
に
表
出
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
前
に
、
内
容
的
に
類
似
し
た
加
賀
左
衛
門
歌
の
初
句
か
ら
第
四
句
ま
で
を
経
正
が
自
歌
上
勾
に
凝
縮
し
て
い
る
、
と

述
べ
た
が
、
経
正
は
、
こ
の
部
頼
歌
の
措
辞
を
用
い
る
こ
と
で
、
従
来
の
五
月
雨
題
歌
と
異
っ
た
詠
出
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
経
正
に
限
ら
ず
、
有
房
や
俊
恵
な
ど
当
代
歌
人
達
が
一
様
に
師
頼
歌
の
第
一
・
第
三
句
の
措
辞
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
摂
取
し

て
い
る
の
も
同
じ
理
由
に
よ
ろ
う
。
殊
に
前
述
の
歌
人
を
一
見
す
る
と
、
俊
恵
・
重
家
・
有
房
・
資
隆
・
覚
性
法
親
王
・
西
行
・
軽

信
と
い
う
呉
合
に
、
歌
林
苑
会
衆
も
し
く
は
そ
れ
と
交
渉
の
あ
る
歌
人
が
多
い
。
こ
れ
よ
り
先
の
鳩
鳥
歌
に
同
じ
く
、
歌
林
苑
歌
人

が
俊
恵
の
父
俊
頼
主
導
の
『
堀
河
百
苦
』
を
受
容
・
発
展
さ
せ
て
い
た
こ
と
の
一
端
が
こ
の
五
月
雨
題
歌
に
も
見
て
取
れ
る
口
そ
し

て
、
経
正
の
『
堀
河
百
首
」
師
頼
歌
の
措
辞
の
取
り
込
み
は
歌
林
苑
歌
人
と
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
こ
れ
は
同
歌
会
詠
を
通
し
て
で

は
な
い
が
、
そ
う
し
た
歌
林
苑
の
影
響
を
背
後
に
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
な
よ
う
に
患
わ
れ
る
。

草千94 

《

題

》

こ
れ
ま
で
『
経
正
集
」
所
収
歌
を
対
象
に
、
そ
の
歌
題
・
措
辞
と
い
っ
た
側
面
か
ら
考
察
し
、
歌
林
苑
と
の
関
係
が
あ
り
そ
う
な

表
現
を
指
摘
し
て
み
た
。
も
ち
ろ
ん
、
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
経
正
は
歌
林
苑
歌
合
に
出
詠
し
て
い
た
こ
と
が
『
夫
木
抄
』
所
収

歌
に
明
ら
か
で
、
小
稿
は
今
更
そ
の
交
渉
の
有
無
を
雄
認
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
こ
れ
以
外
に
交
渉
資
料
は
見
出
だ
せ
る
か
、

ま
た
歌
林
苑
の
影
響
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
窺
え
る
か
、
を
粗
々
で
は
あ
る
が
、
そ
の
歌
作
を
通
じ
て
捉
え
て
み
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
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そ
の
た
め
、
家
集
中
に
見
え
る
歌
林
苑
十
苔
会
と
同
じ
恋
二
題
に
つ
い
て
検
討
し
、
さ
ら
に
大
井
一
円
治
遥
に
お
け
る
道
国
歌
と
の

措
辞
の
一
致
、
も
し
く
は
後
頼
歌
・
俊
恵
歌
と
の
措
辞
の
一
致
に
言
及
し
、
結
果
的
に
『
経
正
集
』
に
は
歌
林
苑
歌
会
を
意
識
し
た

歌
題
配
列
や
歌
作
が
見
受
け
ら
れ
る
、
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
は
そ
の
主
催
歌
会
等
へ
の
参
加
を
直
接
的
に
証
す
る
に
は
不
足
す
る

が
、
経
正
が
歌
林
苑
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
の
一
端
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
『
夫
木
抄
』
所
載
歌
以
外
に
も
、
そ
う
し
た
資

料
は
得
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
新
風
試
行
の
『
堀
河
百
首
』
所
収
歌
を
巡
り
、
そ
の
斬
新
な
措
辞
を
経
正
や
歌
林
苑
会
衆
が
同
様
に
踏
ま
え
て
い

る
場
合
を
二
首
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
師
頼
歌
で
あ
れ
国
信
歌
で
あ
れ
、
そ
の
斬
新
な
措
辞
に
限
っ
て
経
正
や
歌
林
苑
会
衆
は
取
り

込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
列
挙
し
た
諸
例
歌
は
必
ず
し
も
同
一
時
の
歌
作
と
は
一
一
一
口
え
な
い
が
、
こ
う
し
た
新
風
和
歌
の
措
辞
摂
取
が

歌
林
苑
歌
人
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
裏
返
せ
ば
、
歌
林
苑
と
い
う
歌
作
の
場
に
お
い
て
、
そ
の
参
集
歌
人
が
相
互
に
影
響
し
合
っ

て
歌
作
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。
殊
に
前
の
「
蓮
乱
暁
風
」
題
の
俊
恵
歌
を
含
め
「
月
前
千
鳥
L

題
の
覚
性
歌
は
、
歌
林
苑

歌
会
で
歌
作
さ
れ
た
可
能
性
が
強
く
、
経
正
は
こ
れ
ら
詠
歌
を
歌
作
時
に
参
照
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ば
歌
林
苑
歌
会

一
詠
を
通
し
て
『
堀
河
百
首
』
所
収
歌
(
間
百
苔
歌
人
詠
を
含
む
)
の
新
奇
な
措
辞
摂
取
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
『
経
正
集
』

中
の
『
堀
河
百
普
』
に
依
拠
し
た
と
推
定
さ
れ
る
歌
全
て
が
歌
林
苑
に
関
わ
っ
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
が
、
そ
の
一
部
に

は
、
確
か
に
こ
の
よ
う
な
例
が
見
受
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
経
正
は
歌
林
苑
と
の
交
渉
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
祖
父
忠
盛
よ
り
父
経
盛
を
枢
軸
と
す
る
平
家
歌
人
達
の
歌
作
の
場
に
連

な
っ
た
一
人
で
あ
る
。
「
平
家
歌
壇
」
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
谷
山
茂
氏
の
指
糊
さ
れ
る
歌
枕
多
用
の
傾
向
が
忠
盛
や
経
盛
等
に

同
じ
く
経
正
に
も
窺
え
、
ま
た
前
例
稀
な
地
名
を
詠
み
込
ん
だ
歌
も
散
見
す
る
。

確
か
に
、
平
家
歌
人
の
歌
枕
(
含
、
地
名
)
摂
取
は
、
他
の
当
代
歌
人
に
比
べ
れ
ば
多
い
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
い
く
つ
か
の
用

例
は
当
代
歌
人
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
経
正
が
詠
み
込
ん
だ
前
例
希
な
地
名
の
中
で
、
「
ま
の
の
い
り
え
」
は
顕
仲
・
俊
頼
・

広
言
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
寸
あ
だ
し
の
」
「
あ
さ
ば
の
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
は
多
い
が
、
経
正
の
詠
じ
た
「
あ
だ
し
の

の
べ
」
や
「
あ
さ
ば
の
の
ら
」
な
ど
付
属
語
業
が
付
い
た
形
で
見
る
と
、
「
あ
さ
ば
の
の
ら
L

人
麿
・
清
輔
、
「
あ
だ
し
の
の
べ
」
俊
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恵
・
実
家
・
教
長
、
と
い
う
具
合
に
当
代
歌
人
も
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
清
輔
・
俊
恵
・
広
告
一

7
教
長
・
実
家
は
歌
林
苑
会
衆
と

目
さ
れ
る
か
ら
、
経
正
歌
中
で
の
用
例
希
な
地
名
摂
取
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
歌
林
苑
会
衆
と
一
面
で
重
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
平
家
歌
人
の
特
徴
的
な
傾
向
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
問
何
時
代
的
な
詠
作
の
特
徴
の
一
端
を
反
映
し
た
も
の
な
の
か
、
は
今

少
し
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

小
稿
で
は
経
正
を
歌
林
苑
と
の
関
連
で
考
察
し
て
き
た
が
、
よ
り
拡
く
歌
作
の
上
で
伺
時
代
歌
人
と
の
影
響
関
係
を
考
察
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
代
の
『
堀
一
何
百
首
』
等
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
、
院
政
末
期
歌
人
達
な
り
の
新
た
な
詠
作
の
試
み
を
探
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
小
稿
は
そ
の
一
端
を
窺
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
方
の
ご
教
示
を
賜
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

聡草

※
小
稿
中
で
の
和
歌
の
引
用
は
す
べ
て
新
編
『
冨
歌
大
観
』
に
よ
る
。

〔注〕

(
1
)

築
瀬
一
雄
氏
『
俊
恵
研
究
(
築
瀬
一
雄
著
作
集
一
)
』
加
藤
中
道
舘
昭
和
五
二
年
十
ニ
月
。

(
2
)

犬
重
量
氏
三
忠
度
百
首
』
小
考
1
2
3
1

『
堀
河
百
普
』
と
の
関
連
に
お
い
て

l
i」
『
国
語
眉
文
』

(
3
)

先
覚
の
御
研
究
と
し
て
は
左
を
参
照
し
た
。

・
井
上
宗
雄
氏
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究
』
増
補
版
笠
間
書
焼
昭
和
六
三
年
。

・
穏
由
利
徳
氏
「
西
行
と
仁
和
寺
歌
壇
・
歌
林
苑
歌
会
」
『
中
世
文
学
研
究
』
第
十
五
号
平
成
元
年
八
月
0

・
犬
井
善
需
氏
「
平
経
正
和
歌
歌
番
号
対
照
表
」
『
筑
波
大
学
平
家
部
会
議
集
』
第
二
集
平
成
ニ
年
八
月
。

・
同
氏
「
『
経
正
朝
臣
集
』
所
載
歌
の
詠
者
異
伝
・
誤
伝

l
l
『
玄
玉
集
』
『
万
代
集
』
『
夫
木
抄
』
『
西
行
上
人
集
(
追
加
)
』

吋
有
一
涜
集
い
に
お
け
る
1
l
i」
『
文
義
言
語
研
究
』
文
欝
篇
第
十
八
巻
一
九
九

O
年
九
月
。

ぷ
位
正
集
』
は
、
近
年
冷
泉
家
に
も
現
存
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
未
だ
公
刊
さ
れ
て
お
ら
ず
、

は
従
来
通
り
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
に
依
っ
た
。

ぷ
舵
盛
集
』
の
奥
撃
に
は
、

神
主
震
保
依
願
譜
当
世
好
士
各
和
歌
吾
首
可
進
納
神
殿
云
々
。
(
中
略
)

寿
永
元
年
六
月
十
日
参
儀
正
三
位
行
太
皇
大
后
宮
太
夫
修
理
大
夫
備
前
権
守
平
朝
痘
経
盛
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千

昭
和
五
四
年
五
月
。

吋
風
雅
集
』

4 

よ
っ
て
、
こ
こ
で

---、。

92 
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8 

と
あ
り
、
こ
れ
が
賀
茂
重
保
の
寿
永
吉
首
の
た
め
に
編
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る
口

『
経
正
集
』
(
九
八
・
九
九
番
)
で
は
実
守
と
の
贈
答
歌
に
な
っ
て
い
る
が
、
犬
井
氏

(
3
)
の
御
研
究
に
よ
り
、

贈
答
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

石
川
暁
子
氏
「
歌
林
苑
を
め
ぐ
る
歌
人
た
ち
」
『
和
歌
文
学
研
究
」
第
五

O
号
、
昭
和
六

O
年
四
月
。

吉
原
栄
徳
氏
「
平
経
盛
一
家
と
そ
の
作
歌
活
動
」
『
額
田
女
子
大
論
文
集
』
第
五
集
、
昭
和
田
五
年
十
二
月
。

渡
辺
雅
子
氏
「
歌
林
苑
十
首
歌

i
i実
定
家
十
首
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て

l
i」
『
日
本
文
学
新
見
研
究
と
資
料
』
所
板
、

一
年
笠
間
書
院
。

井
上
氏
は
前
掲
書

(3)
で
経
正
が
久
安
年
間
の
出
生
と
想
定
さ
れ
、
ま
た
吉
原
栄
徳
氏
は
久
安
四
年
頃
の
出
生
と
さ
れ
る
(
前
掲
8
)
。

前
掲

(
2
)
参
照
。

拙
稿
「
覚
性
法
親
王
の
和
歌
活
動
」
『
日
本
伝
統
文
化
研
究
報
告
(
平
成
一
一
一
・
四
年
度
版
)
』
所
収
平
成
五
年

『
和
歌
大
辞
典
』
(
明
治
書
院
・
昭
和
六
一
年
)
に
よ
る
。

谷
山
茂
氏
『
各
山
茂
著
作
集
第
六
巻
平
家
の
歌
人
た
ち
』
(
角
川
害
届
・
昭
和
五
九
年
・
ニ
三
頁
)

氏
は
「
忠
盛
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
、
多
量
な
歌
枕
使
用
の
傾
向
」
が
経
盛
・
忠
度
・
経
正
に
強
く
継
承
さ
れ
、

に
ま
で
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
は
有
房
と
の

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

昭
和
五

(
叩
)

(
日
)
(ロ)
(
日
)
(
H
)
 

月「
家
風
的
な
一
特
色
」

〔
付
記
〕
小
稿
は
平
成
元
年
度
筑
波
大
学

E
本
文
学
会
一
月
例
会
で
発
表
し
た
資
料
を
改
稿
し
た
も
の
で
す
。

席
上
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
生
方
始
め
参
会
者
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


